
 

平成 25年度大分県スポーツ指導者研修会 

 平成 25年１２月 8日（日） 

会場：大分市・ホルトホール 3F大会議室 

平成 25年度大分県スポーツ指導者研修会 

(更新義務研修会)は受講生と講師･役員など合

計約 320名で開催されました。 

10：30 より開会行事・研修が始まり、開会の言葉

を公益財団法人大分県体育協会 井上倫明事

務局長が、挨拶を大分県スポーツ指導者協議

会岩野鷹城会長が行った。  
 研修会についての内容を抜粋しています。  

       
 

 

 
 開会式行事の後、10：45 より 

講演１．｢適正なスポーツ指導者のあり方｣ 

講師は、亀井 真也 先生 

1． 講演内容 

体罰や言葉の暴力など事例やデータをもと

に、適正なスポーツ指導の在り方について 

教示。指導者は、今後とも適正なスポーツ指

導をすることが大切な事を講義して頂きまし

た。 

 

 11:45～大塚製薬（株）より情報提供 12:15 より昼食を全員でとる。 

 

 

 13：15 より 

講演２．｢指導者に必要なコミュニケーションス

キル｣ 講師は、佐藤 靖典 先生 

2．講演内容 

身体をリラックスするラジオ体操で講義が始まり 

 握手の実践・あいさつ<あかるく、いつも、さき

に、つづけて>、言葉の持つ力や信頼関係のな

どコミュニケーションがプレャーに対して指導 

する大事なことを学びました。 

 

 

 

     
 

 

 15：15に閉会式、研修会は終了しました。 

15：20 より大分県スポーツ指導者協議会の 

平成 25年度総会を開催、会長の挨拶後、次第

に沿って 24年度報告、25年度の計画・予算・

その他ついて総会資料もとに行われました。 

行事等は各ブロックや HPで案内する。 

終了後、役員全員で片づけし、16：00に全てが

終了しました。お疲れ様でした。 

事務局 大塚 

 

     
 


